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Abstract

　 The 　effects　of 長）11ar　spray 　with 　white 　sugar （containing 　more 　tha皿 98％ sucrose ）during　the　growing　period　en 　the　qua］ity　of

Eustoma　STrandijlorum　for　cut　fiowers　and 　snapdragon 　tl）r　bedding　plants　were 　investigated．　Foliar　spray 　with 　O，1％ white 　sugar

foar　times　significantly孟ncreased 　the　number 　oft ユowers 　ofEustoma 　grandifioram，　and 　increased　the　clag．　s　quality　index　based
on 　the　cut 　flower　leng血 and 　the　number 　of 　flowers．　Foliar　spray 　w 汕 0，1％ white 　sugar 　twice 　reduced 山e　discotoration　of

leaves　under 　dark　conditiens 　and 　increased　tlte　number 　ofopen 　snapdragons 　fiewers　in　an 　unheated 　gtasshouse．　These　flndings
indicated　that　tbliar　spray 　wlth 　white 　sugar 　during　the　growlng　per玉od 　was 　also　efi

’
ective 　for　quality　maintenance 　or　improve−

mcnt 　ill　bot｝1　plants．
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緒　　言

　切 り花 と し て 人気 の 高 い ト ル コ ギ キ ョ ウ は，今後も需要

拡大 が 期待され る品 目の ひ とつ で，高品質切 り花 に よる 周

年出荷が求め られ て い る．秋冬期出荷 ト ル コ ギ キ ョ ウ の 需

要 は 高い が，低温 ・短 日期 に 花器 の 発達が 十 分 で な い こ と

が知られ （塚 田，1996），生育後期に 低温 ・短日条件とな る

た め に ヅ ラ ス テ ィ ン グ が発生 しや すい （渡邉 ・高橋，200S；

吉住 ら，1998） こ と が 生産 上 の 大きな 問 題 とな っ て い る．

冬咲きス イート ピー切 り花で 問題 とな る落蕾 は，花芽 が 肉

眼的 に 蕾 とし て 認識 で ぎる段階 まで 発達 して か ら稍死す る

現象で，口照不足 に よ り光合成産物が減少 し，栄養生 長 と

花器部へ の 養分供給 の バ ラ ン ス が くずれ る こ とが 原因 で

ある とさ れ る （並河 ・三浦，1974）．した が っ て，トル コ ギ

キ ョ ウ切 り花 に お い て も光合成産物 の 中間物質 で あ る ス ク

ロ ース を 栽培期間中 に 供給す る こ とで
， 花芽 の 正 常 な発達

が 促され る 囗∫能性 が ある，
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　ま た，キ ン ギ ョ ソ ウ は秋冬期出荷 の 花壇用花きとして 有

望 とさ れ る （Ar皿 itage，1994；十橋，2000）．秋冬期出荷 の キ

ン ギ ョ ソ ウ 花壇用苗 は 数花が 開花 また は 蕾が 着色 し た 時点

で 出荷され る が，低温期 で あ る こ とに加えて ，出荷後の 店

頭 や家庭 で の 利用場面 は 無加温 で 管理 さ れ る た め，開花 が

進 み に くい と
’
言わ れ て い る．キ ン ギ ョ ソ ウ切 り花栽培 に お

い て も，栽培期間中の 冬期夜温 が 低 い と開花が 遅れ，高い

と早 ま る傾向が ある 〔稲葉 ・
大城，2003）．

　収穫後の 切 り花 で は ，蕾が 開花す る た め に は 多量 の 糖質

が必 要 とさ れ （市村，1998），トル コ ギ キ ョ ウ とキ ン ギ ョ ソ

ウ の 切 り花で もス ク ロ ース が花持ちと蕾 の 開花 に 影響を与

え て い る （Huang ・Chcn，2002；工chimura ・Hisamatsu，　1999；

Ichimura・Korenaga
，
1998；上橋 2007）．また， ト マ トで は

鉢上 げ前に 10％ ス ク u 一
ス を葉面散布処理 し，培養土 を落

と した 根 を湿 っ た 紙 1こ 包 み，26°C の 暗黒 条件 で 50 時間 ま

た は 72 時間置 くと，鉢上 げ後 の 草丈 な ど の 生育が 促進 さ れ

〔Went ・Carter，1948），砂糖散布 の 効果 は 日照時間 に 恵ま れ

ない 条件 下で 効果が み られ る と され る （小菅 ・国富，1968），

切 り花類 で は 栽培期間中 の ス ク ロ
ー

ス 処理 に つ い て の 報告

は な い が，低 温 期 に お け る生 育 や 開 花 状 況 の 改善 に 利用 で

きる とすれば実用価値があ る，そ こ で
，98％ 以上がス ク ロ ー

ス か らな る 上 白糖 を用 い て，栽培中に 容易 に 処理 で きる 葉

87

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

88 上橋　燕

面散布 が
，

トル コ ギ キ ョ ウ お よ び キ ン ギ ョ ソ ウ花壇苗 の 品

質に 及 ぼす影響を検討 した．

材料お よび方法

　実験 1は京都府農業総合研究所 ・旧花ぎ部 （京都府京田

辺市） で，実験 2 は京都府農業総合研究所 ・花き部 （京都

府亀岡市） で 調査 した，セ ル 育苗専用培養土 （Metromix

350， Grace・Sierra　Horticultural　Products　Co．製）を充填 した

セ ル 成型苗用 ト レ イ 288 穴 DEEP 型 （Land　Mark 　Co．製，1

セ ル 容量 10．OmL ）に 播種 し た．上 白糖葉面散布 に は，水

道水 1L 当た り0．2　mL の 展着剤 （ネ オ エ ス テ リン
，

ク ミ ア

イ化学コニ業株式会社製，ポ リオ キ シ エ チ レ ン ノ ニ ル フ ェニ

ル エ
ー

テ ル 20％，ポ リオ キ シ エ チ レ ン 脂肪酸エ ス テ ル 10

％）を添加 した ス ク ロ
ース 98％ 以．．ヒ含有の 上 白糖 0．1％ （以

ド，0．1％上 白糖）を 用 い た．統計分析に関して は，処 理区

間 の 差異を明らか に す る た め に ，Mann−Whitneyの U 検定

を行 っ た．

1．上白糖葉面散布が トル コ ギキ ョ ウの 品質に及ぼす影響

　 （実験 1）

　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （Eustoma 　grandt；fiorum（Raf．）Shinn．）
‘
リ

ネー
シ ョ ン ブ ル ＝ ，

‘
ピー

タ
ーブ ル ー

ラ イ ン 2
’
，

‘
あす か

の 粧 お よび
‘
キ ン グ オ ブ ス ノ

ー’
の 4 品種 を供試 した．

2002 年 5 月 22 日に 播種を 行 っ た．育 苗中 の か ん 水 は，ト

レ イ底部 1cm 程度を浸漬す る底面給水 に よ っ た，育苗中の

追肥 とし て，発芽揃 い 後，複合液体肥料 （OKF −3，大塚化

学，N ；PzO5：K20 ＝14 ：8 ；25） の 1，000倍液 を 月 に 4 回 施

し た．ロ ゼ ッ ト打破 の た め の 苗 の 低温処理を行うた め
， 本

葉 2 節期 （4 葉期）程 度 の 苗を 7 月 3 日〜8月 7 日ま で ，

10°C で 電球型三 波長蛍光灯 （500　lx）を 24 時間照射した冷

蔵庫内 に 搬 入 し，底面給 水 に よ り管理 した．8 月 7 口に 荷

を冷蔵庫 か ら搬出 し，8 月 9 口の 定植 ま で，日陰で 順化を

行 っ た ．8 月 9H ，40％遮光下 の ビ ニ ル ハ ウ ス 内に 定植を

行 っ た．条間 12cm ，株間 12　cm の 8 条植 と し，自色 マ ル

チ フ ィ ル ム を使用した．基肥 と して 1a 当た り高度化成肥

料 （CDU 燐加安 S682，チ ッ ソ 旭肥料製，　 N ；P20s ：K ，O ＝

16 ：8 ：12）6kg ，苦 Ji
’
1石 灰 15kg，　 BM よ う りん 5kg ，油粕

10kg，バ ーク 堆肥 100　kg を施用 した．追肥 と して，出蕾期

まで複合液体肥料 （OKF −3，前述）の 500 倍液を週 1 同施

用 した．暖房 は 最低温度 15QC設定 と して，10月 24 日〜12

月 2 目ま で 行 っ た．

　 処理区 とし て 0」 ％ 上 白糖を，8 月 29 日 （第 1 花芽肉眼

観察時），9月 11 日，9月 26 日，10月 9 日の 4 回葉面散布

処理 し た 区 （以下，上 白糖処理 4 回 区 と表す）を設 けた ，

対
1
照 区 と し て，水道水 lL 当 た りO．2　mL の 展着剤を 添加 し，

同時期 に葉面散布した 区 （以下，無処理 4回 区 と表す） を

設けた ，い ずれ の 処理区も，手動噴霧器 を用 い ，葉 の 両面

に
一
卜分 に 噴霧し，1m1 当 た り 0．3 〜  ．4　mL の 葉面 散布を

行 っ た．

　 1処理区当た り51 〜62 個体 を 供試 し （第 1 表），調査 は

lO月 24 日〜 11月 26 日の 問 に 行 っ た．1花茎あた りの 小花

4 〜5 輪が 開花 した 時点 で 採花 し，そ の 時点に お け る切 り

花長，切 り花重を調査 した．さらに ，開花数 と2cm 以上 の

蕾数 を 有効花数 と した ．総合的 な切 り花品 質 を評価す る た

め に ，切 り花長 と有効花数に 基づ く階級別切り花率 （S 級，

M 級，L 級，2L 級，第2 表） と階級別訐「質指数 （第 2 表）

を 算出 した．

2．上白糖葉面散布が出荷後の キン ギ ョ ソ ウ花壇苗の 品質

　 に 及ぼす影響 （実験 2）

　キ ン ギ ョ ソ ウ （Antirrhinum〃maj
’
us　L，）

‘
パ レ

ッ ト イ エ ロ
ー’

と
‘
パ レ

ッ ト レ ッ ド
’

の 2 品種を供試 した．2003年 9 月 16

口に 播種 し，育苗中の か ん 水 は，頭上 手か ん 水で 行 っ た．10

月 17 日，7．5cm ポ リポ ッ トに 鉢上 げ した ．培養土は ，ピー

トモ ス ，もみ殻 くん炭，パ ー
ラ イ トを 7 ：2 ：1 （容積比） に

混合 した もの を使用 した．基肥 と し て培養土 1L 当た り緩

効性被覆肥料 （ロ ン グ 100 日 タ イ プ，チ ッ ソ 旭 肥料製，

N ：P20， ；K20＝14 ：12 ：14）3g，苦土 石 灰 4g，　 BM よ う り

ん lg を施 した．追肥 として 複合液体肥料 （OKF −3， 前述）

の 500〜 1，000　ee液を月に 2 回施 した．鉢 F．げか ら暗黒処理

ま で は 無加温 ガ ラ ス ハ ウ ス で 管理 し た ．9：00〜 17：00 ま で 側

窓を開放 し，それ以外 の 時間 は 側窓を閉め 切 り保温 した，

　処 理 区 と して 0，1％ 上 自糖を，栽培期間中で ある 出荷 Fl

（蕾が着色 した 時点） 前 日の 12月 10 日 と 出荷直前 の 12月

11日 の 2 回葉面散布処理 した 区 （以下 ，上 白糖処理 2 回区）

を設 けた．対照区 として ，水道水 IL 当た り O．2　mL の 展着

剤 を添加 し，同時期に 葉面散布 した 区 （以
．．
ド，無処理 2回

区） を設けた．い ずれ の 処理区も， 手動噴霧器を 用 い，均

一
に葉 の 両面 に 噴霧して 葉面散布を行 っ た．

　 12月 11H に は，出荷流通を想定して ，段 ボ
ー

ル 箱 に搬

入 し，24 時間暗黒条件 で 戸外 に 置 い て 管理 し た （以下 ， 暗

黒処理）．暗黒処理 の 前後に お ける株上 部 の 葉 の SPAD 値と

株当た りの 開花数を調査 し た．な お，SPAD 値は ミ ノ ル タ

社製 SPAD−502 型 を 用 い ，1株 当 た り 5 点測 定 の 平 均値 と

した．さ らに ，12月 12 日〜12月 19日 の 7 口問，店頭販

売時を想定 し，50％遮光を行 っ た 戸外の 凵陰 で 管理 し （以

下，日 陰処 理），12 月 12 口 と 19 日 に 草丈，株径，SPAD

値，株当た りの 開花数を調査 した．そ の 後，開花 へ の 影響

を 調査す る ため に，霜よけ ・防風条件下 の 利用場面を想定

し，無加温 ガ ラ ス ハ ウ ス で 2004 年 1月 7 日 ま で 管理 し，株

当た りの 開花数 を 調べ た．1処理区 の 供試個体 は
‘
パ レ ッ

ト イ エ ロ
ー’

10個体，
‘
パ レ ヅ ト レ ッ ド

’
5 個体 と した．

結　　果

1，上 白糖葉面散布が トル コ ギキ ョ ウ の 品質に 及ぼす影響

　 く実験 1）

　0．1％ 上 白糖液 の 葉面散布が ト ル コ ギ キ ョ ウ 切 り花 の

採花日，切 り花長，切 り花重，有効花数に 及 ぼす影響を

第 1 表に ，階級別 切 り花率お よ び 階級別 品質指数を第 2 表

に 示 し た，
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第 1表　上 白糖葉面 散布処 理 が ト ル コ ギ キ ョ ウ の 切 り花 特性 に 及 ぼ す影 響

ittnPt 名 処 理 区 n　採 花 口　〔月 ／ 日）　 切 り花 長 （Cm ）　　 切 り花 重 （g）　　有効花 数
z
（個 ）

リ不
一シ コ ン フ ル ー

有 意 性

無処 理 4 同　　　　59

上 臼糖処 理 4回 　 　5610

〆23 ± 0．9Y
lO〆21 ± 0．8
　 NS

74．5 土 1，1
74．8士 1．O
　 NS

50，0± ］．9565
± 2．0

　 ＊

7，8土 0，28
、6 ± 0．2

　 ＊＊

ピ ー
タ
ー

ブ ル
ー

ラ イ ン 2

有意 「生

無処 理 4 回　　　　54

上 白糖処理 4回 　　4910
〆23± 0．8

10〆23± 0．8
　 NS

62．1 ± 0962
，1 ± 0，9

　 NS

42．0 ± 1．546
．8 ± ！．7

6，8 ± 0275
士 02

あすか の 粧

有意性

無処理 4 回

上 白糖処理 4 回

ズ
0255 10130± 0．8

10131± 0．8
　 NS

キ ン グオ フ ス ノ
ー

有意「蜜

64、7± 1．0
60，6 ± 0．9
　 ＊ ＊

50，5± 1．7
52，6 土 1．5
　 NS

6．2 ± 0，27
，1 士 0．2

　 ＊＊

無処 埋 4 回

上 白糖処埋 4 同

214U5 ll14土 L211
〆2 ± 1．5

　 NS

68，5土 0964
．8 ± 1．1

　 串 ＊

59．3t：L9
59．7 ± 25
　 NS

7，1± 0．38
．2 ± 0．4

z

： 開花数 ＋ 長 さ 2　cm 以上 の 蕾数
y

：平 均 ± 標準 誤 差
x

：Mann −Whinley の U 検定 に よ り，＊ は 5％水準，＊ ＊ は 1％水準で 有意差あり，　 NS は 有意差な しを示す

第 2 表 上 白糖 葉面 散布 が トル コ ギ キ ョ ウ の 階級 別 切 り花 率，階級 別 品質 指 数 に 及 ぼ す影 響

品種名 処埋 区 n
階級別切 り花率 （％ ）

∠

s 級 M 級 L 級 2L 級

階級別
・

品質指数

リ 不
一

シ ョ ン 7 ル
ー

無処理 4 回　　　　59

上 白糖処 埋 4 同　　 56

605032 8762 144rO45 1357 20L9243
．8

ピ ー
タ
ーブ ル

ー
ラ イ ン 2 無処 理 4 回　　　　54

上 白糖処理 4 回 　　49
44
．

0177 3394　

1

4U15

∫
0

0000 105．8118
，3

あす かの 粧 無 処理 4 回 　　 　　 56

上 自糖処 理 4 回 　 　 52

187355 9
う
⊃

QO7
　

1

ー

777

OOOO 96．2111
．5

キ ン グ オ ブ ス ノ
ー

無処 理 4 回 　 　 　 62

上 白糖処 理 4 回 　　51

708

［

35 04
．

1922 7877 0
ハ
ソ

03 133、9148
．8

z
：S 級 ；切 り花長 50cm 以上 有効花数 6個以上，　 M 級 己切 り花長 60　cm 以上有効花数 8 個以上

　L 級 蔦切 り花長 70c   以 上有効花数 8 個以上，2L 級 ＝＝切 り花長 80　cm 以 上 有効 花 数 10個 以上

y
：階級別 品質指数 ＝S 級率 × 1 ＋ M 級率 x2 ＋ L 級率 × 3 ＋ 2工級率 x4

　採花 日に 関 して は，い ずれ の 品種 と も有意な差 は認 め ら

れなか っ た．切 り花長 は ，

‘
あすか の 粧 と

‘
キ ン グオ ブ ス

ノ
ー’

に お い て ，上 白糖葉面散布に よ り有意 に 滅少 した，

切 り花重 ば，
‘
リ ネー

シ ョ ン ブ ル ー一’お よ び
‘
ピータ ーブ

ル ー
ラ イ ン 2

’
に お い て L白糖葉面散布に よ り有意に 増加

した．有効花数 は，い ずれ の 晶種も有意に増加 した．ま た，

い ずれ の 品種 ともに 階級別品質指数 が 増加 した．

2．上白糖葉面散布が出荷後 の キ ン ギ ョ ソ ウ花壇苗の 品質

　 に及ぼす影響 （実験 2）

　戸外 で 管 理 した 期問 （2003 年 12月 ll〜 19 日）の 戸外最

低温 度 は 一
〇．7 〜2，7℃ の 範 1井L 無加温 ガ ラ ス 八 ウ ス 調査期

間 〔2003 年 12月 20 日〜20 4 年 1月 7 日 ）の ハ ウ ス 内最低

温度は 一 ，8〜5，7℃ の 範囲 で推移した 〔第 1 図），

　 0．1％ E白糖液 の 2 圓 葉面散布後，出荷流通 に 伴 う暗黒

条件 を 想定 し た 24 時間暗黒処 理 に よ り，株 E部 の SPAD

値指数 （（暗黒処 理後／暗黒処 理前） × 100）が ，上 白糖処

理 2 回 区に お い て ，2 品種 ともに 有意 に 大きい 傾 向が 認 め

られた （第 3 表）．

　また ， 店頭販売時を想定 した 7 目間の 日陰処理前後 の 草

丈，株径，SPAD 値を 指数で 比べ る と，有意な差 は 認 め ら

れ なか っ た が，い ずれ の 数値 と も上白糖処理 2 回 区に お い

て増加す る傾向が認め られ た （第 4表），

　株当た りの 開花数 に関して は，
‘
パ レ ヅ トイ エ ロ ー’

に お

い て 無加温 ガ ラ ス ハ ウ ス 管理後 の 開花数が 無処理 2 回区に

対 し，有意 に 増加 した （第 5表）．一
方 ，

‘
パ レ ッ ト レ

ッ ド
’

で は暗黒処理後，日陰処理後，無加温ガ ラ ス ハ ウス 管理後 の

開花数が 増加 した が，有意 な差は 認 め られ なか っ た （第 5 表）．

　　　　　　　　　　 考　　察

　実験 1で は，トル コ ギ キ ョ ウの 栽培期間中に お け る上 自

糖溶液 の 葉面散布 に よ り，い ずれ の 品種 とも採花 冂へ の 影

響 は 認め られ な か っ た （第 1表），品種間 で み る と，早め に

開花 した
‘
リ ネ ーシ ョ ン ブ ル ー’

と　
‘
ピータ ーブ ル ーラ イ

ン 2
’

で は ， 上 白糖処埋 に よ り切 り花重が 有意に 増加 した．
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第 1 図 調査期間中の 最低 ・最高温度 の 推移

第 3表 上 自糖葉 面散布処 理 が キ ン ギ ョ ソ ウ 苗の 暗黒処 理 後

　　　の SPAD 値 に 及 ぼ す影 響

品種名 処理区 n 　 SPAD 値指数
z

パ レ ッ ト イ エ ロ
ー　 無処 理 2 回　　　IO

有意性
y

パ レ ッ ト レ ッ ド

有意性

上 白糖処 理 2 回 　10

無処 理 2 回　　　5

．ヒ自糖処理 2 回 　 5

91．3 ± 1．2
94．0：ヒ0．9
　 冷

91．6 ヨ： 2，1
96．8：ヒ 1．4
　 ＊

z
：〔暗黒 処理後／暗黒処 理 前 ） xlOO ，平 均 ± 標準誤 差

y
：Mann −Whimey の U 検定 に よ り，＊は 5％ 水準 で 有意差あ り

　 を 示す

一
方，こ の 2 品種 よ り遅れ て 開花 した

‘
あす か の 粧 と

‘
キ

ン グ ス ノ ー’
で は 切 り花長 が有意 に 減少 し た．こ の よ うに

上 白糖処理 が 切 り花長や切 り花重 に及ぼす影響 は 品種間で

異 な り，その 要因の ひ とつ と して 側枝数の 増加が考え られ

る こ とか ら，今後 さ ら に 検討す る必 要 が あ る，

　また，栽培期間中の 上 白糖葉面散布 は 有効花数の 増加に

効果 が あ り （第 1表），階級別切 り花率で算出 した 品質指数

も増加 し （第 2表），収穫後 の 切 り花品質 の 向上 に 効果が 認

め られ た，上 白糖 の 葉面散布は
，

ト ル コ ギ キ ョ ウ の 蕾の 発

達 に 有効 に 作用 して 着蕾数が 増加 した 結果，有効花数 の 増

加 に 結びつ い た と考 え られ る．なお
， 秋冬期出荷 トル コ ギ

キ ョ ウ で 問題 とな っ て い る ブ ラ ス テ ィ ン グ との 関連性 に つ

い て さらに 検討す る 余地 が あ る．

　実験 2 で ば ，処 理 に よ っ て 暗黒処理後 の SPAD 値 の 減

少程度が軽減さ れ，葉色 の 保持 に 役立 つ こ とが示 さ れ た

（第3 表）．た だ し，日陰処理 前後の 草丈，株径，SPAD 値

に つ い て は，処理 に よ る有意 な差が 認 め られ な か っ た （第

4表），
一

方，霜 よけ ・防風条件下 の 利用場面 を想定した 無

加温 ガ ラ ス ハ ウ ス で は，蕾か ら開花 した 開花数 は増加す る

傾向が認 め られ，
‘
パ レ ッ ト イ エ ロ ー’

で は有意 に 開花数 が

増加 した （第 5 表）．収穫後 の キ ン ギ ョ ソ ウ 切 り花 に お ける

茎切 り口 か らの ス ク ロ
ー

ス 処理 と1司様 に ，根付 きの キ ン

ギ ョ ソ ウ 花壇用苗で も，葉面散布 し た 糖が蕾か ら開花 に 至

る 過程 で 有効に 作用 し た と考 え られ る．

　小菅 ・
国富 （1968）は，トマ ト苗に 砂糖葉面散布を 行 う

と，日照条件に 恵 まれ ない 条件
一
ドや 低温育苗期で は 生育向

．Lに 効果が あ り，散布濃度 と し て は 5％ が 適当で あるが ，妊

条件下 で は効果 が 認 め られない とし て い る、本研究 で も，

出荷期 が低 日照 お よび 低温期 に 当た る秋冬期出荷 の トル コ

ギ キ ョ ゥ お よ び キ ン ギ ョ ソ ウ に お い て 上 白糖葉面散布 の 効

果が 認 め られ，効果 が認め られ る環攬条件に つ い て tl−一一・致

して い る．こ の よ うに ，低温 期 の 植物体 へ の 上 白糖 の 葉面

第 4 表　上白糖葉面散布処理 が キ ン ギ ョ ソ ウ 苗の 日陰処理後の 草丈，株径，SPAD 値に 及ぼす影響

品 種名 処 埋 区 11

ノくレ ッ ト イ エ ロ ー

有意性 y

パ レ ッ ト レ ッ ド

有意性

無処 理 2 回

上 白糖処理 2 回

00

草丈指 数
7
　　　　　　 株径 指数

z
　　　　　 SPAD 値指 数

z

lO2，5：ヒ0、8　　　　　　　　　　　92．7士 3，8　　　　　　　　　　　101．1± L6
102．9 ± 0．7　　　　　　　　　　　97．9± 3．3　　　　　　　　　　　　103．0 ± 3．6

　 NS 　 　 　　 　　 　　 　　 　 NS 　 　　 　　 　 　　 　　 　 NS

無処理 2 回

上 白糖処理 2 回

55 10L7 ± （）．5　　　　　　　　　　　 89．2 土 7．3　　　　　　　　　　　　93，3 」：3．O
lO2．4 ± 1．0　　　　　　　　　　　 93，6 土 3．9　　　　　　　　　　　　98．1 ± 2．6

　 NS 　 　　　　　 　　　　　 NS 　　　　　 　　　　　 　 NS

z
： （日 陰処理後／ 日陰処理前） x　100，平均 ± 標準誤差

｝
： Mam1 −Whitneyの U 検定 に よ り，　 NS は 有意差 な しを示 す
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第 5 表　上 白糖葉面散布 が キ ン ギ ョ ソ ウ苗の 開花数に 及ぼす影響

品種名 処理 区 n 暗黒処理 前

12月 ll 口

　　　開1ピ数　（イ固／株）

暗黒処 理後　　　　 日陰処 理後

12月 12 日 　 　 　 12月 19 日

無力凵温 ハ ウ ス 管理 彳麦

　 　 1月 7H

パ レ ッ ト イ エ ロ ー　無処 理 2 回

　　　　　　　　 上 白糖処 理 2 回

有意性 ｝

パ レ
ッ ト レ ッ ド 　 　無 処 理 2 回

　　　　　　　　 上 白糖処 琿 2 回

00 　

　

S

OON 　

　

S

OON

fJ5

　

　

S

OON

　

　

S

OON 1，4± 0．4∠

2．8 士 0．4
　 ＊

有意性

　
7 ・

平均 ± 標準誤差

　y
：Mann −Whitneyの U 検定に よ り，＊ は 5％ 水準で 有意差あ り，　 NS は 有意差 な しを示 す

　 00
．2 ± 0．2

　 NS

0，4土 0．40
．8 士 0，5

　 NS

4．8 ± 0．56
．4tO ．7

　 NS

散布は，トマ トの 栄養生長だ けで な く， トル コ ギ キ ョ ウや

キ ン ギ ョ ソ ウ な どの 開花に も有効に 作用 して い る こ とが認

め られた．なお，本研究 で は 小菅 ・国富 〔1968） よ り上 白

糖溶液 の 濃度 が低 く設定 した た め か，糸状菌や細菌 の 増殖

は認 め られなか っ た，

　以上 の 結果 0．1％ 上白糖液を栽培期間中に 葉面散布す る こ

とに よ り，
ト ル コ ギ キ ョ ウ の 花数 の 増加 ，

キ ン ギ ョ ソ ウ 花壇

苗 の 出荷後の 暗黒条件
．
ドに お け る葉色 の 退色科度 の 軽減 蕾

か らの 開花促進 に 効果が あ る こ とが示 され，両植物の 品質保

持，また は 向上 に 有効 で ある こ とが 明らか に な っ た．

　　　　　　　　　　摘　　要

　栽培期間中 の 上白糖 （ス ク ロ ース 98％ 以上含有）葉面散

布が 剴 り花用 トル コ ギキ ョ ウ お よび キ ン ギ ョ ソ ウ花壇苗 の

品質 に 及ぼす影響を検討 した．O．1％．E 白糖 の 4 回葉面散布

に よ り，
ト ル コ ギ キ ョ ウ の 花数が 有意 に 増加す る と ともに

，

切り花長と花数 に 基づ く階級別品質指数 が 増加 した，一．一方，

0．1％上 白糖 の 2 回葉面散布 に よ り，キ ン ギ ョ ソ ウ花壇苗 の

暗黒条件
．
ドの 葉色の 退色 の 軽減，お よ び 無加 温 ガ ラ ス ハ ウ

ス の 開花数の 増加が 認 め られ た．以 トの 結果，栽培期間中

の ．E白糖葉面散布処理 は，両植物の 晶質保持，また は向上

に 有効 で あ る こ とが 明 らか に な っ た．

　謝 辞 本研究 を遂行す る に あた り，京都府農業総合研

究所花き部 の 方 々 か ら多大な る ご指導，ご援助を頂 きまし

た．こ こ に 記 し て 厚 く感謝い た し ま す．
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